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ついては低し、傾向が見られた。これは， r頭っきさかだち」は 23 人中 11 人ができるようになったが，





























技能達成の自己評価が 3 時間目と 4 時間目の間で大きく上昇していたため， 4 時間目に大きな技能達
成が生じたと仮定して， 1-----3 時間目と 4-----5 時間目との聞の認識の変化を調べたところ，感情面では
ほびばこ運動は楽しし、J，欲求・動機づけ面では旬、ろいろな技にどんどんちょうせんしたしリ「も
っとたくさんとびぱこ運動をやりたし、J ，上達手段の認識面では「自分のとぶすがたを見ることは大事






















第 6 章 「体育テキスト」の開発に関する研究
















































第 2 章では、小学校 2 年生のさかだちの授業において、技能を達成した児童が授業に対し
てどのような認識をもったのかを調査し、技能達成における「自分の技能の実態把握J r活動
への意欲J r実態に合わせた的確な目当てJ r相互学習の必要感」の重要性を指摘している。













第 5 章では、小学校 5 学年のバスケットボールの授業 (2 時間続きで 4 回)において、児
童にゲーム内での動き方を教授し技能知識を高めることで、授業認識やゲーム参加満足度が
どのように変化するかを調べている。ゲームにおける児童の動き方を、自己評価・他の児童
による評価・教師評価といった異なる観点で評定し、それらと本人のゲーム参加満足度との
関係を分析した結果から、児童は自己満足の動きでゲームに満足している状態から客観的に
も動けている状態になって満足する状態へ進展し、その後、動けているだけではゲームに満
足しない児童やゲームには満足しているがより高度な動きの達成を求めようとする児童が出
現することを推察している。これは、児童のゲームに対する満足度の推移をとらえた極めて
興味深い結果であり、非常に高く評価できる。
第 6 章では、体育授業で大切な認識の一つである知識に焦点をあて、知識の活用を取り上
げた PISA 型読解力を育てるために、資料の読み取りと具体的なテキスト作成・活用の実践
を試みている。
第 7 章は総合考察であり、技能達成と認識変容の関係を総合的に考察している。
以上、要するに本論文は、小学校児童の技能達成に伴う認識変容の過程について、多様な
運動技能において、多様な学年の児童を対象に検討を重ね、その詳細を明らかにしたもので
あり、情報科学ならびに体育教育学の発展に寄与するところが少なくない。
よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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